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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成30年6月から8月までの間
に当センターで実施する学科試
験の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター

〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36
    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。

インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限 定 免 許 解 除 試 験
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★には、更に実技試験があります。
平成30年
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本日は晴天なり！
労働災害－災害事例・統計－

13
18

岡山労働局 幹部 人事異動
労働時間相談・支援コーナーが設置されました
雇用の優良企業認定制度
岡山労働局雇用環境・均等室の助成金について
STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
労働保険年度更新手続きのお知らせ
最低賃金に関する実態調査へのご協力を！

2
3
4
5
6
7
8

全国安全週間用品のご案内
平成30年度岡山地方産業安全衛生大会
ＫＹＴ（危険予知訓練）トレーナー研修会のご案内
平成30年度安全管理講習会のご案内
平成30年度全国安全週間

8
9

14
16
20

平成30年度開催の講習受付を開始しています！

窓口・インターネットともに受付を開始しています。

講習会のお申込みはご都合の良いときにまず予約を！
http://www.olsa.or.jp

皆様のご受講を
お待ちしています。

本週間　平成30年７月１日～７日　準備期間　平成30年６月１日～30日

　全国安全週間は、労働災害防止活動の推進を図り、安全に対する意識と職場の安全活動のより一
層の向上に取り組む週間です。 昭和3年に第1回が実施されて以来、一度も中断することなく続け
られ、本年で第91回を迎えます。 この機会に職場における労働災害防止活動の大切さを再確認し、
積極的に安全活動に取り組みましょう。

平成30年度全国安全週間平成30年度全国安全週間
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■４月１日付　（　）は前官職

総務部総務課長

川口　　浩
（倉敷中央公共職業安定所長）

総務部労働保険徴収室長

甲斐　利則
（労働基準部賃金室長）

総務部長

小泉　明久
（奈良労働局総務部長）

労働基準部監督課長

小川　充彦
労働基準部賃金室長

森谷　祥二
（労働基準部労災補償課労災保険審査官）（労働基準部健康安全課長）

和気労働基準監督署長

犬塚　浩司
（倉敷労働基準監督署副署長）

労働基準部長

木下　麻子
（山梨労働局労働基準部長）

労働基準部健康安全課長

北村　牧子
（（独）労働者健康安全機構研究試験
企画調整部研究試験企画調整課長））

　３月31日付で、岡山労働局長を拝命しました千葉です。皆さまのお力添えをいただきな
がら、働き方改革の推進の一助になれればと思っております。よろしくお願いいたします。
　もともと岡山は有効求人倍率の高い地域ですが、現在２倍に近づいており、人手不足に
いかに対処するかは極めて重要な課題です。職場環境の改善など、魅力ある職場づくり
が人手不足の解消にとってプラスになることは、間違いありません。中小企業のご意見を
踏まえて講じられることになった、各般の支援策の周知を図り、魅力ある職場づくりを促
進したいと思っております。また、人手不足の状況下では、職務経験の乏しい方が入職す

るのみならず、労働安全衛生に関わる教育が個々の労働者に行き届かない可能性が高まることも想定されま
す。労働災害の防止に向けて、小職としても微力を尽くす所存です。
　これまで、（独）労働政策研究・研修機構に３回出向するなど、調査研究に携わる機会が多くありました。
長期雇用といった日本的な雇用慣行は瓦解している、といった極論もたまに聞かれますが、調べれば調べる
程、セグメントごとに長期雇用に関する実態は異なる、という方が正確であるように映ります。ここ岡山の
地でも、まずは実態をしっかりと踏まえつつ、労使の皆さんの思いを大切にすることが肝要と考えておりま
す。
　私事になりますが、岡山に参ってから生活が激変しました。通勤時間は片道２時間弱から35分程度に短縮
されるとともに、単身赴任となりました。単身赴任にはメリット・デメリットの双方がありましょうが、
「なかなか容易ではないなあ」というのが今のところの偽らざる心境です。物理的に時間が増えても、それ
だけで生活の充実には直結しないところが、目下の小さな悩みの種となっています。休日には努めて行動範
囲を広くして出掛け、岡山の良さを吸収することができれば幸いに思っております。

岡山労働局長　千葉　登志雄
着任にあたってのご挨拶

岡 山 労 働 局 　 人 事 異 動 中小企業事業主のみなさまへ

労働時間相談･支援コーナー労働時間相談･支援コーナー

｢働き方改革｣ への取り組みを支えるため
岡山県内６カ所の労働基準監督署に

お問合せ先　  岡山労働局労働基準部監督課（☎086-225-2015）

が設置されました。（平成30年４月１日～）

◆ 窓口相談、電話相談どちらでも受け付けていますので、お気軽にご相談下さい。

個別訪問によるご相談にも対応していますので、まずはお気軽に、

お近くの労働基準監督署にお問合せ下さい。

受付時間：８時30分～17時15分（土･日･祝祭日を除く）

時間外･休日労働協定（36協定）を含む労働時間制度全般

変形労働時間制などの労働時間に関する制度の導入

長時間労働の削減に向けた取組み

時間外労働の上限設定などに取り組む際に利用可能な助成金

このようなお悩みに対応します！！
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岡山労働局雇用環境・均等室の助成金（平成30年度）
○平成30年度に雇用環境・均等室で担当している主な助成金は、次のとおりです。

○それぞれの助成金について詳細な要件がありますので、申請を予定されている場合は、
　事前に岡山労働局 雇用環境・均等室あて問い合わせください。

〒700-8611 岡山市北区下石井1-4-1 岡山第2合同庁舎
TEL：086-224-7639　FAX：086-224-7693

仕事と育児の両立仕事と育児の両立 仕事と介護の両立仕事と介護の両立
■ 両立支援等助成金 介護離職防止支援コース

女性の活躍を推進女性の活躍を推進
■ 両立支援等助成金 女性活躍加速化コース

働き方を変える働き方を変える
■ 時間外労働等改善助成金

■ 両立支援等助成金 出生時両立支援コース

　事業主が、①育児休業を取得しやすい職場風土作りに取り
組み、男性労働者に育児休業を利用させた場合及び、②育児
目的休暇を導入し男性労働者に利用させた場合にそれぞれ一
定額を助成します。

最低賃金引上げ最低賃金引上げ
■ 業務改善助成金（上限100万円）

　業務改善（労働能率の増進・生産性の向上に資する機器・
設備の購入等）に係る計画を作成・実施し、事業場内最低賃
金を一定額以上引き上げた中小企業事業主に、改善の取組に
要した費用の一定額を助成します。
（申請期限：平成31年１月31日）
【主な支給要件】
①事業場内最低賃金が適用される労働者（雇入れ後６か月を
経過していること）の賃金を引き上げる計画を作成し、交
付申請後に賃金引上げを行うこと（引上げ後の賃金額が、
事業場内最低賃金になることが必要です）。
②生産性向上のための機器・設備の導入などを行うこと（単
なる経費削減のための経費、職場環境を改善するための経
費、パソコン、営業車輛など、社会通念上当然に必要とな
る経費は対象外です）。
※「人材育成・教育訓練費」「経営コンサルティング経費」
も助成対象になります。

■ 両立支援等助成金 再雇用者評価処遇コース

　妊娠、出産、育児または介護を理由とした退職者について
退職前の実績等を評価し、処遇を決定する再雇用制度を導入
後、制度に基づき、離職後１年以上経過している対象労働者
を再雇用し、無期雇用者として一定期間継続雇用した場合に
助成します。

■ 両立支援等助成金 育休復帰支援コース

　Ⅰ　育休取得時・職場復帰時
　中小企業事業主が、作成・導入した育休復帰支援プランに
基づき①対象労働者に３か月以上の育児休業を取得させた場
合及び、②当該休業取得者を原職等に復帰させ、6か月以上継
続勤務させた場合にそれぞれ一定額を助成します。
　Ⅱ　代替要員確保時
　中小企業事業主が育児休業の取得者について代替要員を確
保（育児休業期間中に３か月以上雇用）し、育児休業取得者
を原職等に復帰させ、６か月以上継続勤務させた場合、一定
額を助成します。
　Ⅲ　職場復帰支援
　中小企業事業主が育児休業から復帰後の労働者の支援する
取組として子の看護休暇制度又は保育サービス費用補助制度
を導入し利用した場合にそれぞれ一定額を助成します。

　事業主が自社の女性の活躍の状況を分析し、課題がある場
合に、女性活躍推進法に基づき、課題の解消に向けた「数値目
標」及び数値目標の達成に向けた「取組目標」を盛り込んだ行
動計画を策定して、①具体的に取り組んだ場合及び、②取組
の結果目標を達成した場合にそれぞれ一定額を助成します。

　介護離職防止及び仕事と介護の両立支援のため、実態把握、
制度の見直し、社内研修、相談窓口の設置等に取り組み、か
つ、介護支援プランを作成・導入し、対象労働者に①連続２
週間以上又は合計14日以上の介護休業を取得させ原職等に復
帰させた場合及び、②連続６週間以上又は合計42日以上の介
護制度（所定外労働の制限・時差出勤・深夜業制限・短時間
勤務）を利用させた場合に、それぞれ一定額を助成します。

　労働時間等の設定の改善を通じた職場意識の改善を促進す
るため、職場意識改善に係る計画を作成し、この計画に基づ
く措置を効果的に実施した中小企業事業主に、取組に要した
経費（それぞれの目的に要した設備投資等）の一定率を助成
します。
　取り組み内容により、次の①～⑤の５つのコースがありま
す。

①職場意識改善コース（上限150万円）
【所定外労働の削減・年休取得促進】
　（申請期限：平成30年10月１日）
②時間外労働上限設定コース（上限200万円）
【長時間労働の見直し】
　（申請期限：平成30年12月３日）
③勤務間インターバル導入コース（上限50万円）
【休息時間の確保】
　（申請期限：平成30年12月３日）
④団体推進コース（上限1,000万円）
【事業主団体の時間外労働の削減、賃金引上げ】
　（申請期限：平成30年８月31日）
※①～④の問い合わせ、申請先は岡山労働局雇用環境・均等
室となります。（TEL：086-224-7639）

⑤テレワークコース（上限150万円）
　（申請期限：平成29年12月１日）
※問い合わせ、申請先はテレワーク相談センターとなります。
（TEL：0120-91-6479）



（　）（　） ３０.５. 15 ３０.５. 15４ ５─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

岡山労働局雇用環境・均等室の助成金（平成30年度）
○平成30年度に雇用環境・均等室で担当している主な助成金は、次のとおりです。

○それぞれの助成金について詳細な要件がありますので、申請を予定されている場合は、
　事前に岡山労働局 雇用環境・均等室あて問い合わせください。

〒700-8611 岡山市北区下石井1-4-1 岡山第2合同庁舎
TEL：086-224-7639　FAX：086-224-7693

仕事と育児の両立仕事と育児の両立 仕事と介護の両立仕事と介護の両立
■ 両立支援等助成金 介護離職防止支援コース

女性の活躍を推進女性の活躍を推進
■ 両立支援等助成金 女性活躍加速化コース

働き方を変える働き方を変える
■ 時間外労働等改善助成金

■ 両立支援等助成金 出生時両立支援コース

　事業主が、①育児休業を取得しやすい職場風土作りに取り
組み、男性労働者に育児休業を利用させた場合及び、②育児
目的休暇を導入し男性労働者に利用させた場合にそれぞれ一
定額を助成します。

最低賃金引上げ最低賃金引上げ
■ 業務改善助成金（上限100万円）

　業務改善（労働能率の増進・生産性の向上に資する機器・
設備の購入等）に係る計画を作成・実施し、事業場内最低賃
金を一定額以上引き上げた中小企業事業主に、改善の取組に
要した費用の一定額を助成します。
（申請期限：平成31年１月31日）
【主な支給要件】
①事業場内最低賃金が適用される労働者（雇入れ後６か月を
経過していること）の賃金を引き上げる計画を作成し、交
付申請後に賃金引上げを行うこと（引上げ後の賃金額が、
事業場内最低賃金になることが必要です）。
②生産性向上のための機器・設備の導入などを行うこと（単
なる経費削減のための経費、職場環境を改善するための経
費、パソコン、営業車輛など、社会通念上当然に必要とな
る経費は対象外です）。
※「人材育成・教育訓練費」「経営コンサルティング経費」
も助成対象になります。

■ 両立支援等助成金 再雇用者評価処遇コース

　妊娠、出産、育児または介護を理由とした退職者について
退職前の実績等を評価し、処遇を決定する再雇用制度を導入
後、制度に基づき、離職後１年以上経過している対象労働者
を再雇用し、無期雇用者として一定期間継続雇用した場合に
助成します。

■ 両立支援等助成金 育休復帰支援コース

　Ⅰ　育休取得時・職場復帰時
　中小企業事業主が、作成・導入した育休復帰支援プランに
基づき①対象労働者に３か月以上の育児休業を取得させた場
合及び、②当該休業取得者を原職等に復帰させ、6か月以上継
続勤務させた場合にそれぞれ一定額を助成します。
　Ⅱ　代替要員確保時
　中小企業事業主が育児休業の取得者について代替要員を確
保（育児休業期間中に３か月以上雇用）し、育児休業取得者
を原職等に復帰させ、６か月以上継続勤務させた場合、一定
額を助成します。
　Ⅲ　職場復帰支援
　中小企業事業主が育児休業から復帰後の労働者の支援する
取組として子の看護休暇制度又は保育サービス費用補助制度
を導入し利用した場合にそれぞれ一定額を助成します。

　事業主が自社の女性の活躍の状況を分析し、課題がある場
合に、女性活躍推進法に基づき、課題の解消に向けた「数値目
標」及び数値目標の達成に向けた「取組目標」を盛り込んだ行
動計画を策定して、①具体的に取り組んだ場合及び、②取組
の結果目標を達成した場合にそれぞれ一定額を助成します。

　介護離職防止及び仕事と介護の両立支援のため、実態把握、
制度の見直し、社内研修、相談窓口の設置等に取り組み、か
つ、介護支援プランを作成・導入し、対象労働者に①連続２
週間以上又は合計14日以上の介護休業を取得させ原職等に復
帰させた場合及び、②連続６週間以上又は合計42日以上の介
護制度（所定外労働の制限・時差出勤・深夜業制限・短時間
勤務）を利用させた場合に、それぞれ一定額を助成します。

　労働時間等の設定の改善を通じた職場意識の改善を促進す
るため、職場意識改善に係る計画を作成し、この計画に基づ
く措置を効果的に実施した中小企業事業主に、取組に要した
経費（それぞれの目的に要した設備投資等）の一定率を助成
します。
　取り組み内容により、次の①～⑤の５つのコースがありま
す。

①職場意識改善コース（上限150万円）
【所定外労働の削減・年休取得促進】
　（申請期限：平成30年10月１日）
②時間外労働上限設定コース（上限200万円）
【長時間労働の見直し】
　（申請期限：平成30年12月３日）
③勤務間インターバル導入コース（上限50万円）
【休息時間の確保】
　（申請期限：平成30年12月３日）
④団体推進コース（上限1,000万円）
【事業主団体の時間外労働の削減、賃金引上げ】
　（申請期限：平成30年８月31日）
※①～④の問い合わせ、申請先は岡山労働局雇用環境・均等
室となります。（TEL：086-224-7639）

⑤テレワークコース（上限150万円）
　（申請期限：平成29年12月１日）
※問い合わせ、申請先はテレワーク相談センターとなります。
（TEL：0120-91-6479）



（　）（　） ３０.５. 15 ３０.５. 15６ ７─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

○平成29年の職場における、岡山県内の熱中症による災害は13人（休業４日以上）と前年に比べると３人増
加したものの、増減を繰り返しながら増加傾向にあり、そのほとんどが７月及び８月に発生しています。
また、全国での死傷者数は毎年500人前後で推移しており、死亡者数（死傷者数の内数）は、毎年20人前
後で推移しています。

○厚生労働省では、昨年に引き続き、労働災害防止団体などと連携の下、職場における熱中症予防のため
〔ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン〕を実施いたします。本キャンペーンにおいては、職場
における熱中症予防対策の浸透を図るとともに、重篤な災害を防ぐために、事業場のWBGT値（暑さ指
数）の把握、緊急時の連絡体制の整備等を特に重点的に実施し、改めて職場における熱中症予防対策の徹
底を図ることを目的としたものです。 

●準備期間（４月１日～４月30日）

□WBGT値（暑さ指数）の把握の準備　　　　　　　　　　　　
　JIS B 7922 に適合した暑さ指数計の準備（安価で精度よく測定する機器の使用）　
□作業計画の策定等
　暑さ指数に応じて、作業の中止、休憩時間の確保など、夏期の暑熱環境下に対応した

作業計画の策定、設備対策、服装、休憩場所の確保、衛生教育等の整備
□設備対策の検討、休憩場所の確保、服装等の検討、熱中症に係る教育・研修の実施

●キャンペーン期間（５月１日～９月30日）

□WBGT値を把握し、評価する
　暑さ指数計でWBGT値を測り、WBGT基準値を参考に代謝別レベル等の評価を実施
□作業環境管理：WBGT値を低減するための設備の設置、休憩場所の確保等の徹底
□作業管理：作業時間の短縮等、熱への順化期間、水分・塩分の摂取、作業に応じた服装等
□健康管理：健康診断結果に基づく対応、日常の健康管理、当日の健康状態の確認
□労働衛生教育の実施、異常時の措置：病院への受診等、熱中症予防管理者の選任

●重点取組期間（７月１日～31日）

□暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じて追加対策を行う
□特に梅雨明け直後は、急激なWBGT値の上昇が想定されるため、熱への順化ができ

ないことから、WBGT値に応じた作業の中断等を徹底する
□水分、塩分を積極的に摂取、また、熱中症予防管理者による確認の徹底
□作業開始前に当日の健康状態の確認（朝食未摂取、睡眠不足、多量の飲酒等）

－職場における熱中症死亡災害ゼロを目指して－
岡山労働局

○実施期間

　本年度も、労働保険の年度更新の時期が近付いてまいりました。
年度更新に必要な書類は、専用封筒で５月下旬に各事業場あてにお送りします。
　本年度の手続き期間は、

　　　　平成30年６月１日～平成30年７月10日

　　　　　　　 電子申請は土日を含め24時間受付ます！
となっています。
　本年は7月から、県下に受付会場を設けていま
すので、お近くの会場をご利用ください（専用封
筒裏面または同封のパンフレット参照）。
　直前には混雑が予想されるので、早めの手続き
をお願いします。
　なお、岡山労働局労働保険徴収室、各労働基準
監督署、各年金事務所内に設置している社会保
険・労働保険徴収事務センターでは随時受付をし
ています。
　手続き等でご不明な点がありましたら、コール
センター〔フリーダイヤル0120‐700‐244
（５月31日～）〕、もしくは岡山労働局労働保
険徴収室、最寄りの労働基準監督署へご相談くだ
さい。
　また、口座振替を行いますと、保険料の引き落
としに最大約2か月ゆとりができますので、下記
へお問い合わせください。

労働保険年度更新手続きのお知らせ

〒700-8611 岡山市北区下石井１-４-１ 岡山第２合同庁舎１階

岡山労働局 労働保険徴収室　電話 086-225-2012
 詳しくは最寄りの労働基準監督署または岡山労働局ホームページでご確認ください。

https://jsite.mhlw.go.jp/ okayama-roudoukyoku/
（年金事務所は、http://www.nenkin.go.jp でご確認ください）



（　）（　） ３０.５. 15 ３０.５. 15６ ７─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

○平成29年の職場における、岡山県内の熱中症による災害は13人（休業４日以上）と前年に比べると３人増
加したものの、増減を繰り返しながら増加傾向にあり、そのほとんどが７月及び８月に発生しています。
また、全国での死傷者数は毎年500人前後で推移しており、死亡者数（死傷者数の内数）は、毎年20人前
後で推移しています。

○厚生労働省では、昨年に引き続き、労働災害防止団体などと連携の下、職場における熱中症予防のため
〔ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン〕を実施いたします。本キャンペーンにおいては、職場
における熱中症予防対策の浸透を図るとともに、重篤な災害を防ぐために、事業場のWBGT値（暑さ指
数）の把握、緊急時の連絡体制の整備等を特に重点的に実施し、改めて職場における熱中症予防対策の徹
底を図ることを目的としたものです。 

●準備期間（４月１日～４月30日）

□WBGT値（暑さ指数）の把握の準備　　　　　　　　　　　　
　JIS B 7922 に適合した暑さ指数計の準備（安価で精度よく測定する機器の使用）　
□作業計画の策定等
　暑さ指数に応じて、作業の中止、休憩時間の確保など、夏期の暑熱環境下に対応した

作業計画の策定、設備対策、服装、休憩場所の確保、衛生教育等の整備
□設備対策の検討、休憩場所の確保、服装等の検討、熱中症に係る教育・研修の実施

●キャンペーン期間（５月１日～９月30日）

□WBGT値を把握し、評価する
　暑さ指数計でWBGT値を測り、WBGT基準値を参考に代謝別レベル等の評価を実施
□作業環境管理：WBGT値を低減するための設備の設置、休憩場所の確保等の徹底
□作業管理：作業時間の短縮等、熱への順化期間、水分・塩分の摂取、作業に応じた服装等
□健康管理：健康診断結果に基づく対応、日常の健康管理、当日の健康状態の確認
□労働衛生教育の実施、異常時の措置：病院への受診等、熱中症予防管理者の選任

●重点取組期間（７月１日～31日）

□暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じて追加対策を行う
□特に梅雨明け直後は、急激なWBGT値の上昇が想定されるため、熱への順化ができ

ないことから、WBGT値に応じた作業の中断等を徹底する
□水分、塩分を積極的に摂取、また、熱中症予防管理者による確認の徹底
□作業開始前に当日の健康状態の確認（朝食未摂取、睡眠不足、多量の飲酒等）

－職場における熱中症死亡災害ゼロを目指して－
岡山労働局

○実施期間

　本年度も、労働保険の年度更新の時期が近付いてまいりました。
年度更新に必要な書類は、専用封筒で５月下旬に各事業場あてにお送りします。
　本年度の手続き期間は、

　　　　平成30年６月１日～平成30年７月10日

　　　　　　　 電子申請は土日を含め24時間受付ます！
となっています。
　本年は7月から、県下に受付会場を設けていま
すので、お近くの会場をご利用ください（専用封
筒裏面または同封のパンフレット参照）。
　直前には混雑が予想されるので、早めの手続き
をお願いします。
　なお、岡山労働局労働保険徴収室、各労働基準
監督署、各年金事務所内に設置している社会保
険・労働保険徴収事務センターでは随時受付をし
ています。
　手続き等でご不明な点がありましたら、コール
センター〔フリーダイヤル0120‐700‐244
（５月31日～）〕、もしくは岡山労働局労働保
険徴収室、最寄りの労働基準監督署へご相談くだ
さい。
　また、口座振替を行いますと、保険料の引き落
としに最大約2か月ゆとりができますので、下記
へお問い合わせください。

労働保険年度更新手続きのお知らせ

〒700-8611 岡山市北区下石井１-４-１ 岡山第２合同庁舎１階

岡山労働局 労働保険徴収室　電話 086-225-2012
 詳しくは最寄りの労働基準監督署または岡山労働局ホームページでご確認ください。

https://jsite.mhlw.go.jp/ okayama-roudoukyoku/
（年金事務所は、http://www.nenkin.go.jp でご確認ください）
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・この調査は、毎年の最低賃金審議会における最低賃金の改定等の審議における重要な資料とす
るため、労働者の賃金の実態を把握することを目的としています。
・30人未満（一部業種は100人未満）の常用労働者を雇用する事業所から、産業及び事業所規模別
に一定の方法で抽出した事業所を対象としています。

「最低賃金に関する実態調査」へのご協力をお願いします
　毎年５月中旬～６月中旬にかけて、最低賃金に関する実態調査（賃金改定状況調査と最
低賃金に関する基礎調査の２種類）が全国一斉に実施されます。
　事業場の労働者数、所定労働日数、労働者の属性、６月分の賃金（基本給額、満稼働し
た場合に支払う諸手当の額）などについてご回答頂くものです。
　調査の趣旨、重要性をご理解いただき、なにとぞ調査にご協力下さいますようお願い申
し上げます。

問合せ先
厚生労働省ホームページ（「最低賃金に関する実態調査」で検索）もご利用下さい。

岡山労働局賃金室　電話０８６－２２５－２０１４

第91回

本 週 間 2018. 7.1 7
準備期間

全国安全週間全国安全週間
2018. 6.1 30

この他に各種用品・記念品なども取り扱っています。お申し込みは協会各支部へお早めに。

品　　名 価格（円） 申込№

平成30年度 安全の指標   702 101

2018年版　働く人の安全のしるべ 129 102

340 131

安全週間ポスタースローガン大 308 132

安全週間ポスタースローガン小B・動物 260 134

216 138

340 141

324 142

品　　名 価格（円） 申込№

324 153

常時用のぼり（防ごう熱中症）

ワンタッチ取付標識（熱中症）

熱 中 対 策 応 急 キ ット

汗 とりイン ナ ー キャップ

安 全 衛 生 旗（ 綿・中 ）

680 178

1,512 181

安 全 衛 生 旗（ 綿・大 ） 2,160 180

2,268 197

1,188 200

5,122 203

1,080 206

新刊

新刊

新製品

安全週間ポスタータレント新製品

新製品

新製品 第91回安全週間バッジ(20個入)

平成30年年間標語ポスター

新製品 安全衛生かべしんぶん(スローガン)

新製品 キャンペーンポスター（熱中症予防・タレント）

実 践 ポ ス タ ー ( 熱 中 症 予 防 )
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THPマーク

と　き　　平成30年７月４日（水）　13：00～17：00

ところ　　岡山コンベンションセンター・ママカリフォーラム
（岡山市北区駅元町14－1）

（開場　12：00）

主 催

後 援

協 賛

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 労 働 基 準 協 会
建 設 業 労 働 災 害 防 止 協 会 岡 山 県 支 部
陸 上 貨 物 運 送 事 業 労 働 災 害 防 止 協 会 岡 山 県 支 部
港 湾 貨 物 運 送 事 業 労 働 災 害 防 止 協 会 岡 山 支 部
林 業 ・ 木 材 製 造 業 労 働 災 害 防 止 協 会 岡 山 県 支 部
岡 山 産 業 保 健 総 合 支 援 セ ン タ ー
岡 山 県 Ｔ Ｈ Ｐ 推 進 協 議 会
岡 山 労 働 局 ・ 労 働 基 準 監 督 署
岡 山 県
一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会岡山支部
公 益 社 団 法 人 建 設 荷 役 車 両 安 全 技 術 協 会 岡 山 県 支 部
一 般 社 団 法 人 日 本 ク レ ー ン 協 会 東 中 四 国 支 部
一 般 社 団 法 人 日 本 ボ イ ラ 協 会 岡 山 支 部

平成30年「年間標語」

健康な心と体で安全作業 目指すは笑顔の無災害
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第１部　岡山労働局長表彰式     　　　１３：００～１３：２５
　　　　　
第２部
　　１　開　会　式       １３：３０～１３：５０
　　　　　開会のことば　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会長
　　　　　祝　　　　辞　　　　　岡　　山　　労　　働　　局　　長
　　　　　祝　　　　辞　　　　　岡 　 　 山 　 　 県 　 　 知 　 　 事
　　　　　大 会 宣 言

　　２　講　演　等
　　　　　「岡山労働局第１３次労働災害防止推進計画について」１４：００～１４：３０
　　　　　　　　岡山労働局　労働基準部
　　　　　　　　　　　健康安全課長　　北　　村　　牧　　子　　氏
　　　　　「体力低下に伴う労働災害対策」～転倒災害と腰痛を中心に～　１４：３０～１５：１０
　　　　　　　　ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所（倉敷地区）
　　　　　　　　　　　安全健康室　ヘルスサポートセンター　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乍　　　　　智　　之　　氏
　　　　　
　　　　　　　　＊　＊　＊　　休　　　　憩　　＊　＊　＊　　１５：１０～１５：２５

　　３　特別講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：２５～１６：５５
　　　　　「創り育てる安全文化」～安全行動が自然にできる職場を目指す～
　　　　　　　　西坂労働安全コンサルタント事務所
　　　　　　　　　　　            代表　　西　　坂　　明 比 古　　氏

　　４　閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：５５～１７：０0
　　　　　　　　建設業労働災害防止協会岡山県支部

ご 　 案 　 内

プログラム

　岡山県内の労働災害は、長期的には減少しているものの、平成29年は休業４日以上の死傷災害で、
2,113名（うち死亡19名）の方が被災され、平成28年と比べ16％の大幅な増加となりました。悲惨な労
働災害は本来あってはならないものであることから、労働災害の防止を目的とした本大会を開催していま
す。
　岡山県下の労働災害が大幅に増加し、労働災害防止が喫緊の課題となっている状況の中、第13次労働災
害防止推進計画がスタートしました。岡山労働局労働基準部の北村牧子健康安全課長から同計画の背景及び
内容についてご説明いただきます。
　ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所（倉敷地区）安全健康室ヘルスサポートセンターの乍智之氏からは、長年
の調査結果から、体の柔軟性や体力低下が労働災害発生と相関があることを実証し、それらを向上させ、
労働災害防止につながる体操等を、実演を交えてご紹介いただきます。
　さらに特別講演では、昨年の全国産業安全衛生大会（神戸市）の安全衛生教育分科会の講演で好評であった
西坂労働安全コンサルタント事務所の西坂明比古代表をお迎えし、ぶれることのない価値観に基づいた
「安全文化創生活動」を通じて確立した安全文化基盤づくりと、“人が見ていない時でも安全に行動する人
と職場づくり”について、その基本的な考え方を具体的な取り組み事例を交えてご紹介いただきます。
　本年も２部構成となっており、第１部の岡山労働局長表彰式（無料）からぜひともご参加いただきますよう
ご案内申し上げます。

講師プロフィール

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

参 加 費　　1名　1,080円（資料代、消費税）

申込方法　①インターネット申込
　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　（会員ＩＤをお持ちでない場合は、TEL（086）225－3571へご連絡ください。）
　　　　　②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

　　　　　　　　 ＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通　１６１３３８１
　　　　　　　　　　　　 　 一般社団法人岡山県労働基準協会

申 込 先 　 一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

西　坂　明 比 古　氏
に し　　 さ か 　　あき　 ひ　  こ

西坂労働安全コンサルタント事務所代表。

日本鋼管（現ＪＦＥスチール）に機械系技術職として入社し、京浜製鉄所で鋼管製造設備の建設計画や保全

部門安全管理者、ＴＰＭ活動推進リーダー、安全衛生室長等に従事。その後ＪＦＥスチールグループ会社の

ＪＦＥメカニカル（現ＪＦＥプラントエンジ）で安全衛生部長、教育推進部長を歴任。

国家資格労働安全コンサルタント（機械）他、東京安全衛生教育センターＲＳＴ講座講師等を務める。

平成28年度緑十字賞受賞。

会場のご案内

※できる限り公共交通機関でご来場ください。

【ＪＲでお越しの方】
　　ＪＲ岡山駅中央改札口から徒歩約３分
【お車でお越しの方】
　　岡山I.Cから約20分
　◆駐車場のご案内◆　料金30分ごとに150円
　　　ママカリパーキング（260台）
　　　リットパーキング（270台）
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第１部　岡山労働局長表彰式     　　　１３：００～１３：２５
　　　　　
第２部
　　１　開　会　式       １３：３０～１３：５０
　　　　　開会のことば　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会長
　　　　　祝　　　　辞　　　　　岡　　山　　労　　働　　局　　長
　　　　　祝　　　　辞　　　　　岡 　 　 山 　 　 県 　 　 知 　 　 事
　　　　　大 会 宣 言

　　２　講　演　等
　　　　　「岡山労働局第１３次労働災害防止推進計画について」１４：００～１４：３０
　　　　　　　　岡山労働局　労働基準部
　　　　　　　　　　　健康安全課長　　北　　村　　牧　　子　　氏
　　　　　「体力低下に伴う労働災害対策」～転倒災害と腰痛を中心に～　１４：３０～１５：１０
　　　　　　　　ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所（倉敷地区）
　　　　　　　　　　　安全健康室　ヘルスサポートセンター　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乍　　　　　智　　之　　氏
　　　　　
　　　　　　　　＊　＊　＊　　休　　　　憩　　＊　＊　＊　　１５：１０～１５：２５

　　３　特別講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：２５～１６：５５
　　　　　「創り育てる安全文化」～安全行動が自然にできる職場を目指す～
　　　　　　　　西坂労働安全コンサルタント事務所
　　　　　　　　　　　            代表　　西　　坂　　明 比 古　　氏

　　４　閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：５５～１７：０0
　　　　　　　　建設業労働災害防止協会岡山県支部

ご 　 案 　 内

プログラム

　岡山県内の労働災害は、長期的には減少しているものの、平成29年は休業４日以上の死傷災害で、
2,113名（うち死亡19名）の方が被災され、平成28年と比べ16％の大幅な増加となりました。悲惨な労
働災害は本来あってはならないものであることから、労働災害の防止を目的とした本大会を開催していま
す。
　岡山県下の労働災害が大幅に増加し、労働災害防止が喫緊の課題となっている状況の中、第13次労働災
害防止推進計画がスタートしました。岡山労働局労働基準部の北村牧子健康安全課長から同計画の背景及び
内容についてご説明いただきます。
　ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所（倉敷地区）安全健康室ヘルスサポートセンターの乍智之氏からは、長年
の調査結果から、体の柔軟性や体力低下が労働災害発生と相関があることを実証し、それらを向上させ、
労働災害防止につながる体操等を、実演を交えてご紹介いただきます。
　さらに特別講演では、昨年の全国産業安全衛生大会（神戸市）の安全衛生教育分科会の講演で好評であった
西坂労働安全コンサルタント事務所の西坂明比古代表をお迎えし、ぶれることのない価値観に基づいた
「安全文化創生活動」を通じて確立した安全文化基盤づくりと、“人が見ていない時でも安全に行動する人
と職場づくり”について、その基本的な考え方を具体的な取り組み事例を交えてご紹介いただきます。
　本年も２部構成となっており、第１部の岡山労働局長表彰式（無料）からぜひともご参加いただきますよう
ご案内申し上げます。

講師プロフィール

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532
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（0863）21－3334
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（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
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ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

参 加 費　　1名　1,080円（資料代、消費税）

申込方法　①インターネット申込
　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　（会員ＩＤをお持ちでない場合は、TEL（086）225－3571へご連絡ください。）
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西　坂　明 比 古　氏
に し　　 さ か 　　あき　 ひ　  こ

西坂労働安全コンサルタント事務所代表。

日本鋼管（現ＪＦＥスチール）に機械系技術職として入社し、京浜製鉄所で鋼管製造設備の建設計画や保全

部門安全管理者、ＴＰＭ活動推進リーダー、安全衛生室長等に従事。その後ＪＦＥスチールグループ会社の

ＪＦＥメカニカル（現ＪＦＥプラントエンジ）で安全衛生部長、教育推進部長を歴任。

国家資格労働安全コンサルタント（機械）他、東京安全衛生教育センターＲＳＴ講座講師等を務める。

平成28年度緑十字賞受賞。

会場のご案内

※できる限り公共交通機関でご来場ください。

【ＪＲでお越しの方】
　　ＪＲ岡山駅中央改札口から徒歩約３分
【お車でお越しの方】
　　岡山I.Cから約20分
　◆駐車場のご案内◆　料金30分ごとに150円
　　　ママカリパーキング（260台）
　　　リットパーキング（270台）
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　ストレスチェック、治療と職業生活の両立支援等の個
別・具体的な相談にもお応えします。

　岡山県においても年間約700人もの方がウイルス性肝
炎・肝硬変・肝癌等で死亡しており、この対策のため
に肝炎基本法が策定されています。ウイルス性肝炎の
感染の有無を検査することが重要となっています。ぜ
ひ肝炎ウイルス検査（採血）をご利用ください。

中小規模事業場安全衛生相談コーナー
　労働安全・衛生コンサルタントが、職場の安全と健康

に関する疑問・質問・悩み等についてのご相談をお受
けします。お気軽にお越しください。

平成30年度岡山地方産業安全衛生大会　参加申込書

㈱カイタックトレーディング
興研㈱倉敷営業所
サラヤ㈱岡山営業所　　
㈱重松製作所
㈱シモン岡山営業所
㈱第一学習社
㈱谷沢製作所
山本光学㈱
㈱理研オプティック中四国営業所

岡山産業保健総合支援センター

岡山大学病院　肝炎検査コーナー

中央労働災害防止協会

《様式》 ＊4020

※申込書に記入された氏名等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本大会の的確な実施のためにのみ使用します。
※第１部は無料です。第１部のみの参加については、申込時にお申出ください。

氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職　氏　名

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市郡
　　　　　　府県　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－
メール

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏　　名　（フリガナ）※受付
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

支

　払

　方

　法

参加費　　　　　　　
　　　　　 名   　　    円

　　を  　　 月　　　 日に

①下記振込先へ振込
　中国銀行　富田町支店
　普通 １６１３３８１
　一般社団法人岡山県労働基準協会
②窓口に持参
　（大会当日はご遠慮ください）

同  日  開  催

安全衛生機器・保護具・図書用品展示 安全衛生相談コーナー

(一社)岡山県労働基準協会　労働衛生センター
　体力測定、健康相談等コーナー

健康づくり体験広場

11:00～17:00
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表１　職場における熱中症による死傷者数の推移（平成19～29年）

表２　熱中症対策

表３　各自でできる熱中症予防のポイント

図１　熱中症の分類と対処方法

（　）：死亡者数

＊平成29年のデータは平成30年１月末時点での速報値

19年

378

（18）

20年

280

（17）

21年

150

（8）

22年

656

（47）

23年

422

（18）

24年

440

（21）

25年

530

（30）

26年

423

（12）

27年

464

（29）

28年

462

（12）

29年

528

（16）

・暑さ指数（WBGT）の計測準備：暑さ指数計の準備

・作業計画の策定：作業時間の短縮、休憩時間の確保　など

・設備対策の検討：暑さ指数を下げる方法（通風・冷房設備　等）の検討

・休憩場所の確保の検討、水分・塩分補給のための整備

・服装等の検討：通気性の良い作業着、クールベストなど

・教育研修の実施：健康管理を含めた教育

・熱中症予防管理者の選任及び責任体制の確立

・日々の健康管理：睡眠時間の確保、朝食を摂る、飲酒は適量を守る

・適切な休憩を取る

・のどが渇かなくてもこまめに水分補給する、必要に応じて塩分補給する

・体調の悪さを感じた時にはすぐに申し出る

必
ず
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中
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！
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で
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の
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）
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。
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熱
中
症
対
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。
こ
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の
状
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表
１
）
こ
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場
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。
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熱
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。

　
熱
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《様式》

【岡山開催】
５月30日（水）～31日（木）
会場：岡山県安全衛生会館

（岡山市南区山田2315-4）

受 講 料

【第１日目】 9:00～17:00（受付8:30～）
　講　義……ゼロ災運動のめざすもの
　実　技……指差し呼称
　実　技……健康問いかけＫＹ
　実　技……危険要因のとらえ方と表現の仕方
　実　技……ＫＹＴ基礎４ラウンド法
　実　技……１人４ラウンドＫＹＴ

中央労働災害防止協会（中災防）　中国四国安全衛生サービスセンター主　催

（一社）岡山県労働基準協会 協　力

非会員（一般）        28,800円　
中災防の会員・賛助会員または岡山県労働基準協会会員   26,740円
中小規模事業場に対する割引サービスをご利用の場合
非会員（一般）        17,280円　
中災防の会員・賛助会員または岡山県労働基準協会会員   16,040円

【第２日目】 9:00～17:00
　実　　技……ワンポイントＫＹＴ
　実　　技……自問自答カード１人ＫＹＴ
　実　　技……トレーナー演習
　情報交流……安全衛生上の問題点について
　実　　技……問題解決４ラウンド法

おすすめします！

カリキュラム概要（予定）

状況：あなたは、クレーンで鋼板（約１トン）を
ハッカー（吊り具）を用いて吊り上げ、パレット
上に降ろしている。

状況：あなたは、クレーンで鋼板（約１トン）を
ハッカー（吊り具）を用いて吊り上げ、パレット
上に降ろしている。

………………………………………………………………………
……………………

………………………………………………………………………
……………………

KYT（危険予知訓練）トレーナー研修会KYT（危険予知訓練）トレーナー研修会

　危険予知訓練（ＫＹＴ）は、「人間尊
重」の理念のもと、一人ひとりを大切にし
誰ひとりケガをしない、させない明るい職
場づくりを目標とし、職場に潜む危険を全
員参加で話し合い、危険に対する感受性を
鋭くするために有効な手法です。

　労働災害ゼロを守るためには、経営者、
管理監督者、第一線で働く人々全員が、そ
れぞれの立場、持ち場で労働災害防止活動
に参加し、話し合い、考え合って問題を解
決する、いきいきとした職場風土を作るこ
とが基本になります。
　本研修会ではゼロ災運動の理念を具体的
に職場でどう実現するかを経験豊富なコー
ディネーターの講義やビデオなどで分かり
やすく説明、実技を反復訓練し、ゼロ災の
こころと活用技法を学んでいただきます。

・これからゼロ災運動推進の柱としてＫＹＴ
を展開しようとする職場のリーダー

・職場で実施しているＫＹＴの効果を、さ
らにアップさせたい方

・ＫＹで定めた行動目標を、本音の目標と
して実作業で確実に行う職場づくりをし
たい方
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《様式》

【岡山開催】
５月30日（水）～31日（木）
会場：岡山県安全衛生会館

（岡山市南区山田2315-4）

受 講 料

【第１日目】 9:00～17:00（受付8:30～）
　講　義……ゼロ災運動のめざすもの
　実　技……指差し呼称
　実　技……健康問いかけＫＹ
　実　技……危険要因のとらえ方と表現の仕方
　実　技……ＫＹＴ基礎４ラウンド法
　実　技……１人４ラウンドＫＹＴ

中央労働災害防止協会（中災防）　中国四国安全衛生サービスセンター主　催

（一社）岡山県労働基準協会 協　力

非会員（一般）        28,800円　
中災防の会員・賛助会員または岡山県労働基準協会会員   26,740円
中小規模事業場に対する割引サービスをご利用の場合
非会員（一般）        17,280円　
中災防の会員・賛助会員または岡山県労働基準協会会員   16,040円

【第２日目】 9:00～17:00
　実　　技……ワンポイントＫＹＴ
　実　　技……自問自答カード１人ＫＹＴ
　実　　技……トレーナー演習
　情報交流……安全衛生上の問題点について
　実　　技……問題解決４ラウンド法

おすすめします！

カリキュラム概要（予定）

状況：あなたは、クレーンで鋼板（約１トン）を
ハッカー（吊り具）を用いて吊り上げ、パレット
上に降ろしている。

状況：あなたは、クレーンで鋼板（約１トン）を
ハッカー（吊り具）を用いて吊り上げ、パレット
上に降ろしている。

………………………………………………………………………
……………………

………………………………………………………………………
……………………

KYT（危険予知訓練）トレーナー研修会KYT（危険予知訓練）トレーナー研修会

　危険予知訓練（ＫＹＴ）は、「人間尊
重」の理念のもと、一人ひとりを大切にし
誰ひとりケガをしない、させない明るい職
場づくりを目標とし、職場に潜む危険を全
員参加で話し合い、危険に対する感受性を
鋭くするために有効な手法です。

　労働災害ゼロを守るためには、経営者、
管理監督者、第一線で働く人々全員が、そ
れぞれの立場、持ち場で労働災害防止活動
に参加し、話し合い、考え合って問題を解
決する、いきいきとした職場風土を作るこ
とが基本になります。
　本研修会ではゼロ災運動の理念を具体的
に職場でどう実現するかを経験豊富なコー
ディネーターの講義やビデオなどで分かり
やすく説明、実技を反復訓練し、ゼロ災の
こころと活用技法を学んでいただきます。

・これからゼロ災運動推進の柱としてＫＹＴ
を展開しようとする職場のリーダー

・職場で実施しているＫＹＴの効果を、さ
らにアップさせたい方

・ＫＹで定めた行動目標を、本音の目標と
して実作業で確実に行う職場づくりをし
たい方
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安全管理講習会（６月　　日　　　支部）受講申込書
（様式） ＊7030

２．受 講 料 　会　員　4,320円（消費税、資料代を含む。）
　　　　　　　　 非会員　8,640円（消費税、資料代を含む。）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　（会員IDをお持ちでない場合は、TEL（ 0 8 6）2 2 5－3 5 7 1 へご連絡ください。）
　　　　　　　　 ②窓口・FAX申込
　　　　　　　　　受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
　　　　　　　　　キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,080円と　
　　　　　　　　　振込手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講習会当日に欠席の場合　
　　　　　　　　　は受講料の返金はいたしません。

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－４

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

生　年　月　日氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職 氏 名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市郡
　　　　　　府県　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－
メール

男  

女

男  

女

男  

女

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

支

　払

　方

　法

受講料　　　　　　　円を

　　　　　　月　　　日に

①上記振込先へ振込

②窓口に持参
（講習当日はご遠慮ください）

日　　　　程 時　　間 テ ー マ ・ 講 　 師

平成30年度 安全管理講習会のご案内
一般社団法人岡山県労働基準協会

　今年も、６月１日から30日を準備期間として、７月１日から７日まで第91回全国安全週間が展開されます。当協会
では、例年各支部において準備期間中に開催している標記講習会を下記のとおり計画いたしました。
　ご都合のよい日程・テーマでご受講くださいますようご案内申し上げます。

１．日　程・テーマ

平成30年
６月13日（水）
和気商工会

（和気郡和気町尺所２）

６月15日（金）
まなび広場にいみ

（新見市新見123－2）

1 3：3 5 ～ 1 3：5 0
1 3：5 0 ～ 1 4：5 0

1 4：4 5 ～ 1 6：1 5

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月21日（木）
岡山県安全衛生会館

（岡山市南区山田2315－4）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月14日（木）
岡山県労働基準協会笠岡支部

（笠岡市四番町5－18）

1 3：3 5 ～ 1 4：2 0

1 4：3 0 ～ 1 6：0 0

６月15日（金）
玉野市総合体育館
　レクレセンター

（玉野市玉2－3－1）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月22日（金）
グリーンヒルズ津山 
　リージョンセンター

（津山市大田920）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月22日（金）
ＪＦＥスチール㈱広江クラブ

（倉敷市広江4－1－1）

1 3：3 5 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

挨拶 和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 厚生労働技官　柚　木　伸　也 氏
特別講演「安全衛生活動に七転八倒！」～安全文化構築のために～
　　大塚化学株式会社生産本部　徳島工場　

生産４課ＴＥＲＰ（タープ）係　赤　澤　信　明 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
特別講演 「安全への思いと取組みについて」
　　エムイーシーテクノ株式会社中国事業所　品質・環境安全部

部長　中　川　誠　治 氏

挨拶及び監督署指導
新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏

特別講演「今日も転ばんで～え（Ｄａｙ）」 ～ＳＴＯＰ！転倒災害～
中央労働災害防止協会　中国四国安全衛生サービスセンター

所長　山　岡　和　寿 氏

挨拶 津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　口　　　修 氏
特別講演「ヒューマン・エラーによる事故・災害を防ぐ

　　　　　  ～一人ひとりカケガエノナイひと～」
　　中央労働災害防止協会　教育推進部　ゼロ災推進センター

所長　鈴　木　博　仁 氏

挨拶 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　高　橋　慎太郎 氏
特別講演「これからは『安全』が会社を救う！」

本郷労働安全コンサルタント事務所　所長　本　郷　信　夫 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
特別講演「あなたとあなたの会社を守る“１３次防”」

～第１３次労働災害防止計画を知る！～
 岩崎労働安全コンサルタント事務所　所長　岩　崎　喜久男 氏

挨拶  笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えて」　

産業安全専門官　片　島　伸　司 氏
特別講演「労働災害・交通災害撲滅に向けた不安全行動防止の『三本の矢』」

　　　　　～行動面の矢、心理面の矢、教育面の矢～
　西日本経営・安全衛生サポートセンター　所長　

　　労働安全コンサルタント　佐　藤　新　治 氏

記

＜平成30年度「全国安全週間」スローガン＞ 新たな視点でみつめる職場　創意と工夫で安全管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災
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安全管理講習会（６月　　日　　　支部）受講申込書
（様式） ＊7030

２．受 講 料 　会　員　4,320円（消費税、資料代を含む。）
　　　　　　　　 非会員　8,640円（消費税、資料代を含む。）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　（会員IDをお持ちでない場合は、TEL（ 0 8 6）2 2 5－3 5 7 1 へご連絡ください。）
　　　　　　　　 ②窓口・FAX申込
　　　　　　　　　受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
　　　　　　　　　キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,080円と　
　　　　　　　　　振込手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講習会当日に欠席の場合　
　　　　　　　　　は受講料の返金はいたしません。

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－４

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

生　年　月　日氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職 氏 名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市郡
　　　　　　府県　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－
メール

男  

女

男  

女

男  

女

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

Ｓ・Ｈ　 　年　 　月　 　日

支

　払

　方

　法

受講料　　　　　　　円を

　　　　　　月　　　日に

①上記振込先へ振込

②窓口に持参
（講習当日はご遠慮ください）

日　　　　程 時　　間 テ ー マ ・ 講 　 師

平成30年度 安全管理講習会のご案内
一般社団法人岡山県労働基準協会

　今年も、６月１日から30日を準備期間として、７月１日から７日まで第91回全国安全週間が展開されます。当協会
では、例年各支部において準備期間中に開催している標記講習会を下記のとおり計画いたしました。
　ご都合のよい日程・テーマでご受講くださいますようご案内申し上げます。

１．日　程・テーマ

平成30年
６月13日（水）
和気商工会

（和気郡和気町尺所２）

６月15日（金）
まなび広場にいみ

（新見市新見123－2）

1 3：3 5 ～ 1 3：5 0
1 3：5 0 ～ 1 4：5 0

1 4：4 5 ～ 1 6：1 5

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月21日（木）
岡山県安全衛生会館

（岡山市南区山田2315－4）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月14日（木）
岡山県労働基準協会笠岡支部

（笠岡市四番町5－18）

1 3：3 5 ～ 1 4：2 0

1 4：3 0 ～ 1 6：0 0

６月15日（金）
玉野市総合体育館
　レクレセンター

（玉野市玉2－3－1）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月22日（金）
グリーンヒルズ津山 
　リージョンセンター

（津山市大田920）

1 3：3 0 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

６月22日（金）
ＪＦＥスチール㈱広江クラブ

（倉敷市広江4－1－1）

1 3：3 5 ～ 1 3：4 5
1 3：4 5 ～ 1 4：4 5

1 5：0 0 ～ 1 6：3 0

挨拶 和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 厚生労働技官　柚　木　伸　也 氏
特別講演「安全衛生活動に七転八倒！」～安全文化構築のために～
　　大塚化学株式会社生産本部　徳島工場　

生産４課ＴＥＲＰ（タープ）係　赤　澤　信　明 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
特別講演 「安全への思いと取組みについて」
　　エムイーシーテクノ株式会社中国事業所　品質・環境安全部

部長　中　川　誠　治 氏

挨拶及び監督署指導
新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏

特別講演「今日も転ばんで～え（Ｄａｙ）」 ～ＳＴＯＰ！転倒災害～
中央労働災害防止協会　中国四国安全衛生サービスセンター

所長　山　岡　和　寿 氏

挨拶 津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　口　　　修 氏
特別講演「ヒューマン・エラーによる事故・災害を防ぐ

　　　　　  ～一人ひとりカケガエノナイひと～」
　　中央労働災害防止協会　教育推進部　ゼロ災推進センター

所長　鈴　木　博　仁 氏

挨拶 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　高　橋　慎太郎 氏
特別講演「これからは『安全』が会社を救う！」

本郷労働安全コンサルタント事務所　所長　本　郷　信　夫 氏

挨拶 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えるにあたって」
 安全衛生課長　田　渕　英　二 氏
特別講演「あなたとあなたの会社を守る“１３次防”」

～第１３次労働災害防止計画を知る！～
 岩崎労働安全コンサルタント事務所　所長　岩　崎　喜久男 氏

挨拶  笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「全国安全週間を迎えて」　

産業安全専門官　片　島　伸　司 氏
特別講演「労働災害・交通災害撲滅に向けた不安全行動防止の『三本の矢』」

　　　　　～行動面の矢、心理面の矢、教育面の矢～
　西日本経営・安全衛生サポートセンター　所長　

　　労働安全コンサルタント　佐　藤　新　治 氏

記

＜平成30年度「全国安全週間」スローガン＞ 新たな視点でみつめる職場　創意と工夫で安全管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災
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その他の
事業
4人（＋1）

林業
31人

（－16）

林業
0人

（－1）

建設業
4人

（±0）

製造業
5人

（＋1）

鉱業
3人

（＋3）

運輸交通業
3人（＋1）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　583人
　　　　　　（+95）全産業

2,113人
（＋292） 木建55人（＋11）

　  建設業
  264人
  （+28）

鉱業
 10人（+3）

運輸交通業
317人（＋31）

貨物取扱業16人（－3）

その他の
事業

892人　　
（＋154）　　

墜落・転落
3人（±0）

はさまれ・
巻き込まれ
3人（±0）

崩壊・倒壊
2人（＋1）

飛来・落下

1人（
±0）

　感電
1人

（＋1）   
おぼれ
1人  

（＋1）　

激突され1人（－2）

交通事故
7人（＋4）

事故の
型　別
19人
（＋5）

業種別
19人
（＋5）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

平成30年労働災害発生状況

平成30年死亡災害発生状況
番号 業　　種 災害発生月  発生時間帯 事故の型 起因物（上から大・中・小分類） 災　害　発　生　状　況 備考

1 その他の
土木工事業

平成30年
3月 13時台 崩壊、倒壊

仮設物、建設物、構築物等
建築物、構築物
仮設物、建築物、構築物

水田の漏水修繕工事現場において、石積み擁壁の裏側を深さ約１メート
ル、幅約80センチ、長さ約20メートルにわたってドラグショベルで掘削後、
作業者２名が当該掘削溝に入り擁壁下部付近をスコップで人力掘削
中、石積み擁壁が突然作業者側に倒れて被災者の下半身が挟まれた。

岡山労働局
　（平成30年4月10日現在）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

1～12月発生分（確定値）
（　）内は前年比増減数死　亡　災　害

1～12月発生分（確定値）
（　）内は前年比増減数

平成29年労働災害発生状況（確定値）

林業
5人

（－3） 貨物
4人（＋2）

製造業
0人

（－2）

建設業
1人

（＋1）

運輸業
0人

（－1）

その他
0人

（－2）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　95人
　　　　　　（－5）全産業

345人
（－5） 木建8人（＋3）

　  建設業
         38人

              （－2）
　  鉱業

　　0人（－1）運輸交通業
68人（＋8）

その他の
事業

135人　　
（－4）　　

業種別
1人
（－4）

はさまれ・
巻き込まれ
0人（－1）

崩壊・倒壊
1人（±0）

交通事故
0人（－3）

事故の
型　別
1人
（－4）

毎週火曜日と木曜日10時から16時
（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。

〒

太陽綜合法律事務所

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
山 下 　　綾
川端 美智子
石 田　麻 衣
青 田 　　夢
永 山　皓 太
石 島 　　弘

〒700-0901
岡山市北区本町6番36号
　第一セントラルビル2階
　TEL（086）224-8338（代）
　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人

武田育男税理士事務所
岡山市北区東島田町１丁目２－５

TEL（086）231-1227

岡山事業所
〒704-8126 岡山市東区西大寺浜910
Tel.（086）943-2934　Fax.（086）943-4787

津山ガス株式会社
取締役社長  　苅　田　善　嗣

岡山県 津山市 林田町 9 2
☎（ 0 8 6 8 ）2 2 ─ 7 2 1 1

本社／〒 7 0 9 - 0 6 2 5
　　　岡山市東区上道北方 6 8 8 - 1
　　　T E L （ 0 8 6 ） 2 7 9 - 5 1 1 1
　　　F A X （ 0 8 6 ） 2 7 9 - 3 1 0 7

業　　種　：運送業
事故の型　：はさまれ・巻き込まれ
休業見込　：３ヶ月 経験年数13年
（発生状況）
　トレーラーの荷台で、鉄板の束をクレーンを使用して荷卸
し作業中、降ろす方向に荷が移動したため、反対側へ移動し
た際、クレーン運転者の誤動作により、荷が戻り、荷とアオ
リ戸との間にはさまれた。
（対策）
合図を徹底する。また、荷が安全な範囲に移動するまで確認
すること。

【参考】　クレーンによる災害は大きな災害となることが多い！！
　平成29年にクレーンを起因物とする災害は29件発生しており、大半を製造業が占め、道路貨
物運送業でも発生しています。また、事故の型としては、「はさまれ・巻き込まれ」が最も多
く、「飛来落下」、「激突され」も多く発生しています。 
　クレーン災害は、大きな災害となることが多く、大半は休業1～4月程度となっていますが、
死亡災害に至るケースもあります。
　災害を防止するには、作業方法の確認、荷に合った玉掛用具の選定、合図の徹底、つり荷下へ
の立入禁止、退避の確認などを徹底して下さい。

トレーラーの荷台で荷降し中荷にはさまれる

災　害　事　例

全国産業安全衛生大会
★開催期間　
　平成30年10月17日（水）～19日（金）

★会　　場　
　　《総合集会》10月17日　
　　　　　　　　 横浜アリーナ
　　《分 科 会》10月18日、19日　
　　　　　　　　 パシフィコ横浜ほか 横浜市内各会場

★特別講演
　　「日本の未来－働き方改革、高齢化、技術革新」
　　 東京大学名誉教授  学習院大学国際社会科学部教授
　　 　　　　　　経済学博士　伊藤　元重 氏

★スペシャルトーク　
　　　　　　　   「わが野球人生」
　　　　　　　　 野球解説者　中畑　　清 氏

★参 加 料 　
　　《一般》　　　   　１名　 12,900円（税込）
　　　中災防賛助会員　 １名　   6,400円（税込）

～安全・健康の決意新たに　トップの率先　現場の改善～第77回 　2018 in 横浜
　2018 in 横浜
　2018 in 横浜
　2018 in 横浜
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業種別
19人
（＋5）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

平成30年労働災害発生状況

平成30年死亡災害発生状況
番号 業　　種 災害発生月  発生時間帯 事故の型 起因物（上から大・中・小分類） 災　害　発　生　状　況 備考

1 その他の
土木工事業

平成30年
3月 13時台 崩壊、倒壊

仮設物、建設物、構築物等
建築物、構築物
仮設物、建築物、構築物

水田の漏水修繕工事現場において、石積み擁壁の裏側を深さ約１メート
ル、幅約80センチ、長さ約20メートルにわたってドラグショベルで掘削後、
作業者２名が当該掘削溝に入り擁壁下部付近をスコップで人力掘削
中、石積み擁壁が突然作業者側に倒れて被災者の下半身が挟まれた。

岡山労働局
　（平成30年4月10日現在）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

1～12月発生分（確定値）
（　）内は前年比増減数死　亡　災　害

1～12月発生分（確定値）
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毎週火曜日と木曜日10時から16時
（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。
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し作業中、降ろす方向に荷が移動したため、反対側へ移動し
た際、クレーン運転者の誤動作により、荷が戻り、荷とアオ
リ戸との間にはさまれた。
（対策）
合図を徹底する。また、荷が安全な範囲に移動するまで確認
すること。

【参考】　クレーンによる災害は大きな災害となることが多い！！
　平成29年にクレーンを起因物とする災害は29件発生しており、大半を製造業が占め、道路貨
物運送業でも発生しています。また、事故の型としては、「はさまれ・巻き込まれ」が最も多
く、「飛来落下」、「激突され」も多く発生しています。 
　クレーン災害は、大きな災害となることが多く、大半は休業1～4月程度となっていますが、
死亡災害に至るケースもあります。
　災害を防止するには、作業方法の確認、荷に合った玉掛用具の選定、合図の徹底、つり荷下へ
の立入禁止、退避の確認などを徹底して下さい。

トレーラーの荷台で荷降し中荷にはさまれる

災　害　事　例

全国産業安全衛生大会
★開催期間　
　平成30年10月17日（水）～19日（金）

★会　　場　
　　《総合集会》10月17日　
　　　　　　　　 横浜アリーナ
　　《分 科 会》10月18日、19日　
　　　　　　　　 パシフィコ横浜ほか 横浜市内各会場

★特別講演
　　「日本の未来－働き方改革、高齢化、技術革新」
　　 東京大学名誉教授  学習院大学国際社会科学部教授
　　 　　　　　　経済学博士　伊藤　元重 氏

★スペシャルトーク　
　　　　　　　   「わが野球人生」
　　　　　　　　 野球解説者　中畑　　清 氏

★参 加 料 　
　　《一般》　　　   　１名　 12,900円（税込）
　　　中災防賛助会員　 １名　   6,400円（税込）

～安全・健康の決意新たに　トップの率先　現場の改善～第77回 　2018 in 横浜
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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成30年6月から8月までの間
に当センターで実施する学科試
験の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター

〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36
    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。

インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限 定 免 許 解 除 試 験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

８月

2

21
21

27
27

６月

20

19
27

5・27

12
12

13・26
13・26

 

７月

4
3

19
5・19

11

9
9

10

18

★には、更に実技試験があります。
平成30年

★
★

★

★
★

本日は晴天なり！
労働災害－災害事例・統計－

13
18

岡山労働局 幹部 人事異動
労働時間相談・支援コーナーが設置されました
雇用の優良企業認定制度
岡山労働局雇用環境・均等室の助成金について
STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
労働保険年度更新手続きのお知らせ
最低賃金に関する実態調査へのご協力を！

2
3
4
5
6
7
8

全国安全週間用品のご案内
平成30年度岡山地方産業安全衛生大会
ＫＹＴ（危険予知訓練）トレーナー研修会のご案内
平成30年度安全管理講習会のご案内
平成30年度全国安全週間

8
9

14
16
20

平成30年度開催の講習受付を開始しています！

窓口・インターネットともに受付を開始しています。

講習会のお申込みはご都合の良いときにまず予約を！
http://www.olsa.or.jp

皆様のご受講を
お待ちしています。

本週間　平成30年７月１日～７日　準備期間　平成30年６月１日～30日

　全国安全週間は、労働災害防止活動の推進を図り、安全に対する意識と職場の安全活動のより一
層の向上に取り組む週間です。 昭和3年に第1回が実施されて以来、一度も中断することなく続け
られ、本年で第91回を迎えます。 この機会に職場における労働災害防止活動の大切さを再確認し、
積極的に安全活動に取り組みましょう。

平成30年度全国安全週間平成30年度全国安全週間


